
T
B
J

割増甘
い

天
田

八

重

麹

貝

便

予

三
上
F

b
紹
介
す

る
｢
啓
発
綾
子
雷
同
寄
集
｣

と
T･dJ
J
実
母
弘

げ
碍
子
tJ
.一号
兄

LLi名
前

で
祈
る
｡
空
目
と
き

う
巧

も
･
複

で
正

し

い
草
那
げ
出
て
来
る
わ
け
F
姉
､
｢
ui
々
御
通
厳
重

て
守
庇

御
弔

宗

]山
陳
毒
R
J
申
渡
覚
｣

で
は

､
ヤ

t
J
畏

Lu

ら
し
く
て
寧

見
に
く

い
草

1
才

二
t二
は
､
魯
前
か
ら
内
容

モ
判
断

し
に
く
い
孝
ぢ
と

の

理
由
'ij
lr
J,
二
の
棟

に
匪
-
招
書
名
を
附
け
て
窟

い
Lil
p

ご
匝

京

王
頑

っ
て
置
く
｡

い

れ
ゆ

る
ハム
債
の
埜
犀
原
げ
列
藩

の
行
萩
苧
簡
Q
,
民
博
を
登
寮

に
末

-.ti李
は
よ

く
知
ら
･;
て
;
る
D

幕
藩
体
制
が
一i,き

上

｢ノ
て
ひ
ら

-
二
の
覇
東
栄
内

へ
ど

〓
位
末

た
汀
,iJ
苧

乙
t
J
謹
聴
領
内

へ
は
謀
の
通
り
で
､
亡
回
と
与
っ
て

.TL
T4
'､

升

一
国

､･
E
l
代
置

政
の
重
宝
九
年
(
〓

ハ
八
二

六
月
4
直

覚

度

は
塚
田
寧

兵
衛

､
佐

tr
本
品
三
筋

､
常
河
匝
右
往
円
｡

牙

二
固

､
同

､
安

泰
七

年

二

七

一
〇

二
へ
月

C
鯛
Tr
E
謀
眉

新

円

'
新
党
と
も

衝
円

､
光
条
帝
石

薗
円

｡

牙

三
回
､
亘
JiJi
居
着
空

事
懐
こ
等

(
t
三

七

二

八
月

｡
肩
室
内

帝

､
小
定
常

三
右
衝
円
､
高
木
務
B
符

.

牙
E
a
回

､
ヒ
代
官
寧

巧
蜜
二
号
三
年

二
七

虹
｣ハ
J
五
月
｡
山
口
部

葉
蘭

､
御
井
全

五
印

､
神

保
新

五
名
節
円

.

想

問

召

集

㈹小

笠

原

二

郎

牙
五
回
'
国

､
重
電

十

一
五

二七
六

二
･二
月
｡
榊

原
左
京

'

ス
琴
琴
壱
征
円
J
布
施
養

五
軒

｡

R
,六
回
J
(
代
ljLu
蛸

巧
天

明
r(
耳

二

七
ハ
ハ
)
と
月
D
頑

栄
要

人

､=
ロ
ス
助

､
三
損
十
兵

役

0

号
七
回

､
十
代
停
順

巧
六
原
F
!
年

二
八

三

八
)
五
月
｡
黒
田
互

を
控
E
3
､
出
罷
伝
と
蘭

､
岡

田
も

丘

C

八

戸
等
内
へ
は
謀
の
L通
り

で
五
回
L
fz
末
で
有
ら
な

い
よ
う
を

'

へ
音

素
具
象
嵩
号
額

｢
偶
土
匪

節
｣
)

才

一
回

､
ニ
Ji=
直
衣

の
重
宝

凡
茸
入
局

D
延
見
硬
は
遵
奉
領

の

･iC二

面

百
1に
同
じ
p

斉

二
回

-
三
代
面
膚

.Tr
宝

永
七
年
七

月
p

謹

藍
牙

二
回
日

i1
同

千
三
回

､
B
Jt
･石
底

力
享

毘
二
茸
と
胃
｡
普
起
牙

三
回
日
伝
同

り
ー
ハ'

者
四
回

､
五
fi:
盾
撃

の
謹
書

三
き

ハ
月
Q
津

野
巧
者

四
四
日
に

同
じ

｡

Lb
五
回

'
同
じ
く
宝
冠

十

一
年
に
月

Q
津
軽

の
才

五
日
目
に
同

JJ

I･オ

ーへ
回

､
ヒ
代
盾
居
の
天
野
入
牢
九
月

｡
津
軽
の
才
｣
ハ
回
目
に

同

じ

o
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軒
と

回

､

入
代
停
塵
の
天
頂
九
年
七
月
.

津

軽
オ
ス
と
尻
目

LL

同
じ

二

元

項

､
t;
何
畳
平

｢
幸

春
寒
通
史

｣

､
(
声
帯

土
嚢

轟

｢
八

戸
貴

史
稗
L
に
よ
る

J

｡

iJ.上

､
謹

撃

Tf
戸
璽

讃
巧
.rJ
夏
便
巧
希
う
享
L
tiJ
韮

べ
た
ブ

モ
り

仁
群
･
両
局
撃

退
し
て
い
る
亭
且
,

一
､
二
月
間
を
除

い
て

毛
ブ
五

･
六
月
市
原
津
軽
か
ら
入
国

-.∵

ヒ

･
六
月
恒
南
部

へ
整

っ
て
い
る
草
が
わ
f
芸

.
二
三

上
.)と
わ

っ
て
匿
か

'Li)打
出
げ.
育

ら
'L7
,J
事
は
'
両
把
石

へ
TTに.寸

で
_
･
天
正

丁
人
草
化
日

-
前

田

引
繁

､
前

田
贋

F(
印

へ
片
桐
市
正
.
山
野
茶
桓
節
介

i:j
ど
丑
未
た

ijJ.っ
だ
f
PL

二
的
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別
の
悪
因

.t
あ

っ
た
β
で

､
凍
崩

へ
tB
の

t)

定
い
草
と
L
F
の
で
番
石

｡

0

r
J
て
'
こ
の
､塩
見
硬
は

､
迩

確度
と
も
書
く
か
､
因
原
賓
詞
の

rJ

ご
日
吉
み
て
乙
,q
百
七
庫

こ
あ
る
巧
で

J
二
日
に
Y,PI
.つ
孝
と
L
JL
h

詩
･T･t.川.
{;J'
ム

節
達
見
硬
を
埋
石

ヨ
ーニ
は
ど
吊
.ul
け
オ
手
を
て
)
禅
室

i

区
1

仁
'3
日

､
野
辺
僅
町
の
野
重
用
丘
郡
r
J
ル
所
蘇
刀
Fn
r封

｢

1..七
.粥
∧
申

年
御
箆
見
解
通
行

に
付
盛
岡
卸
役
人
卸
下
1J
駐

慣

二
月

右

脚
入
寮
宿
割

#
室
戸
人
琶
別
吊
突
二
書
留
惜
し

や

天
得

什
耳

の

憧
帖
rlH
ビ

Li
/＼
D
L
い
が
J
〓
≡

:rJ
は
と

て
も
r'T
M

る
余
ゆ
う
√も

写
い
竺

jJ
I
老
齢
(.[
竺

J
い
た
だ
く
と
し

て
､
未
明

へ
年
オ
直
見

畢
β

l
人
､
庫

軍
撃
人
力

三
と
至

J
D
ヤ
＼
D
..r
J
'
｢
i:t･
I:
:I:I.:..:..I
..'tL411
...

加
藤

祭
典
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清
二
僻
在
謂
雪

蘭
産

隈
｣
と
1
人

名
芽

に

r/
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7

し
一し
い
ィ.
刀
二
..J
.TL

一.i
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且

オ
満
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伴
n
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石
仁
ラ

ブ
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.
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H
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た
列
を

一
っ
仁
け
あ
げ
て
置
こ
う
Q

達
見
便

･
最
ヌ
尊
人
は
殊
の
外
気
だ
す
か
し
や

で
あ

っ
た
ら
し

ヽ
ヽ

v

J
自
分

の
食
雷
が
気

に
く
わ
LJ
r
い
と
言

っ
て
･
つ
む
じ
モ
曲
げ

た

巧
で
､
私
前
町
の
帯
の
亭

主
が
､
わ
k,]い
さ
天
来

(
今
巧
黄
泉

市
油
日

.)
ま
で
出
向
い
て
事

や
TTlJ
っ
仁
例
が
あ
T′J
r,

二
県
そ
前
記

､
天
明

人
草
の
野
羽
芦
≡
蹄
書

留
帳
に
は

､
輿
曝

深
く
請
写
し
て
い
ち
C

｢
垂
人
様
御
蔵
の
鬼
平

,
秋
田
大
箱

に
て
痛

候
由
､
吾
輩
弘
両

に
て
郵
借
り
璽

半
ひ
し
侯
環
御
得
人
家
仰
せ
付
ワ

リ
〓
候

に
付

き
蛋
末
平
指
出
陣
鵜
Yil
の
升
御
立
腹
成
r
J
か
候
宙

､
右

に
tr
d
J

弘
前
御
宿

の
眉
大
束
追
御
託
び
Lrと
号
俸
と
申
す
孝

に
寧

庄
候

L

つ
ま
り
南
部
領
野
辺
把
巧
碍
重
野
W
讃
三
野
は
､
隣
毒

力
季
律

を
別
明

に
書
W
[記
し
て
白
寿
カ
い
き
L
男
と
｣
にl
カ
で
杏
否

っ
安

東
が
安
ま
,LT
う

､
塵
塚

も
殿
様
工

学
っ
･U
r
〓
っ
千
万
ろ
一｢ノ
か
0

号
H
riJ
は
こ
TJ
だ
け
領
TLI
の
気
誉
倭
ま
t
)
る
巡
寛
直
と
名
奉
る

帯
は

一
体
ど
〓
位
巧
身
分

か
と
亭

一肯

､
/I-
h
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至
大
下
ろ
竪

琴

と
言
わ
H
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素
木
の
舟
か

ら
lそ
り

ば
H
E
押
目
正
し
い
モ
カ
は
f
7

り
千

･
お

､
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ー
+
石
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上
う
も
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で

､
格
式
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い
え
ば

､
優

に
画
王

に

も
相
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し
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と
亭

つ
D
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;
言
で
の
農
垣

は
､
空

軍
二

年
巧
神
保
新
玉
石
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門
の

要

日
華

fJ
r
最
高
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享
保

二
年
刀
屑
琶

内
借
竺

二
十
五
百
日
で
万

石
二
±
つ
し
た
降
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オ
債
津
三
人

1
粗

･J
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り

∴
て
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で
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隆
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三
数
十
人
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q
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い
て
､
穿

て
浦

で
そ
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日
華

く
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だ
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-
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つ
畢
用
も
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巨
園

に
畳
し
た
辛

で
あ
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う

｡

I-1日)



今

､
試

み
に
二

年

の
随
行
員
≡
拾

っ
て
み
る
と
､
萱
草
札
年

八

十
五
人
､
宝
永

ヒ
茸
へ

十
五
人
､
享

保

二
軍
L

〇

九
人
､
選
書

三

年

t
〇
七
人
､
天
明
r(
卑

二

二

人
､
天
躍
れ
卑

二

二
二
人
と
茸

tr
増
加

し
て
い
る
o
r
J
H
で
み
る
と
､
乎
n

I
三
九
人
の
随
行
と

.rJ
石
｡

天

保
E
!
茸
で
巡
卑

坪
中
止
Y
,
H
E
孝
は

､
一
見
何
て
一十二
T,
い
草

月
産

で
t
t
か
く
吊

LLI_毒
素

こし
方
う
う
L
L

喜
う

lL
巧
.T_I.空

軍
之
て

こ1汗

ば
､
牙

一
回
迩
易
の

澄
聖
か
､つ
JR
7iu
dj
B
の
天
頂
ま
て
雷
よ
辛

百
五
十
七
年
維
簡
し
た
巡
犀
利
度

肝
中

止
r
J
H,il
に
孝
吉_
､
天
明

､

･Ti(
甲

こ
打

ち
つ
rb
<
全
員
的
大
凶
作

に
汀
巧

の
埼
r
,
.=
E
嬰

月
巧

領
主
刺
と
す
れ
ば
大

い
に
歓
迎
す
一O
と
こ
ち
で
布
っ
だ
ろ
う
O
禁

ー∴
雲
散
剣
ひ
Ir
i

右
ぼ

J
l語
調
望
研
斉

と
男
ら
H
JLt
.<

⊥Lrな
い
っ

て
吊
で
i1
二
肌
着
ハム
南

,D
嘗
零
蔵

し
､
丈
肥
方
領
主
も
.,I,
巧
苅

策
に
あ
く

吐く
L
LiL塩
見
便
良

一
体

､
同
言

開
き
何
ぞ

程
､
同
を

平
め
よ
う
と
し
亡
の
で
あ
イ?
っ
か

n
又
〓
nT
Li
苅
す
る
更
け
入
=

刊
-

領
主
の
討
岸
ほ
ど
う

で
訴

〕
仁
ろ
う
J5
｡

二
の
舞
同
を
わ
か

り
や
す
く
軒
萌
し
て
<
うー
る
カ
が
本
腰
FT
｢

後
考
便
手
相
仲
間
寄
集

｣
だ
｡
二
の
覚
書
き

に
よ
汗
ば

･
覚
書
き

に

書

い
た
以
升
Tb_
壁
T
/

I
-

コ
メ
ン
ト
の
鉄
則
を
守
一h
ノ
ね
ぼ
亨

ir1.才

い

o

つ
ま
り

へ
二
の
覚
書
き
委
よ
Lej
と
'
津
牽
領
で
､
業
苦
亡
r
J

吊

る
行
長
上
の
蕃
妄
rTD
何
と
軒
か
ffZ
n
ひ
る

o
T･
奉
只
巧
皿
き
竜

i.7L.r心.と

て
も
り
Ifpt
り
/P
R
.ま
す

､
と
答
え

ろ
L
L
J
■と
こ
と
h
っ
て

い
る
の
が
､
そ
ナ
JE
.

ii1
Jp
b
天
網
TCt
年
内
進
発

庚
巧
一
人

､
三
景
十
兵
厨
が
･
野
鼠

し
巧
uE1
王
滝
yl,
し
て
.
あ
れ
T!
何
と
害
う
副
職
/p
､
と
囲
い
LLi
刀

に
TT
L
て
･
宗
田
の
着

が

､
存
じ
ま

ビ
ル

I
と
寧

乙
て
∵
朱
美
を

軍

っ
楳

･L1
冥
宗

も
壬
ま
れ
て
煮
る

ハ
古
河

右
転
軒

｢
庸
遊
雑
誌

ヒ
o

以
下
､
こ
の
国
書
trJ
の
申
fz
ら

･
亨
署
Ln
も

の
､
男
陣
荒

い

も

の
JLTn
ど
､
列
記
し
て
参
考

に
供
し
よ
う

｡
読

毒
草

て
;
長
芋
ぴ
か

り
と

し
て
,
主
文
す乍

辞

め
て
味
わ
っ
て
Lほ
し
い
O
そ
し
て
今
甘

Ln
頁
茸
前
ま

で
の
把
方

市
長
の
あ

り
方
な
ど
仁

も
眼
を
向
け
て
い

た
FtT
E
til
辛
目/
tijl塑

Q
.0

1
'
巡
見
庫
t1
停

す
る
髄
度
や

拷
い
布

な
ど
に
い
ろ
い

ろ

謹

責

の
喬
っ
iLt_中
で
､
卓
也

御

〓
店
舗

J
T1
同
額

イこ
弓
､
何
碍
も
の
通

り
同
宿
す
る
亨

･
但
し

1
卓

履

､
草
鮭

‥
上

二
華
甲
r
JT

下

{
着

ろ
し
直

く
べ
き
草

｣
と

､
詩
境
壬
謹
LL
確
か
い
Jij
.Jr,
灯
.;
Jを
し
て

い

る
｡

二
､
だ
ぽ
こ
の
植
村
に

つ
い
て
T1

.
新
闇
把
に
陀
リ
や

っ
て
い

る

O
と
番

え
ろ

､
亡
指
示
し
て
い
る
｡
二
日
は

､
凍
件
付
き
で
､

煙

事
の
教
護
が
許
TbT
r
,
H
て
い
Lu
草
至

れ
寸
も
巧
で

'
.｢
十
七

世

紀
末
に
は

､
新
田
畑
に
闇

つ
/＼
丁
て

t
よ
い
と
也
ヤ
＼
る
李

乙
な
く

な
-

､
や
爪?
て
･
孝
東
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は
も
と
か
ら
巧
田
畑

へ
取

田
海

)
に
も

つ
く
ら
れ
る

｣

､
と
言

っ
て
い
る
q
:上
清
氏
の
読

(
日
本
巧
正
史

･

中

･
宥
凍
新
書

)
と

も
符
合
す
る

p

≒

垣

嘩
口
諦
は
い

っ
巧
世

で
も
芳
彦
■;iii
肌

,.
特

に
迩
界
中
は

蕉
均
で
､
｢

仁
と
1tj
･E
3
何
環

巧
恵
警

京

肩
1石

と
声
石
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周
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確
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]

忍
仕
.り
､
緩
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つ
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汰
仕
る
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き
苧
｣
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だ
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国

二
而
秋
草
ア
ズ
豪
華

竺

一
付
毒
確
岸
主
因

二
極

葺
ン

士

弔

二
上
ケ
黄

三

甲
草
清

い
苧

し垂

軍

人
衰

打
土
壌
却
き
田
塘
仕

･J;)零
土

甲

ワ＼内
幸

環
仕
肇
候
嬢

仕
梶
箆

可
車

上
専

一

麿

帯
華
i･{,･,審
寮
碍
襲
蒔
蘇
峰
索
モ
雫

て
帝
と
衝
轟
き
鮪

両
々
1葦
略
章

≡
貰

壷

ま
＼貰

唐

頼
朝
付
横
野

蒜

妄

車

三

小
作
L;
日
暮
審
査
暮
煙
慣
老
兵

も
妾
箆

堅

璽
メ
正
章
轟

々
噂
偉
専

)

二
両
封
石
巻
療

仕

竺

一付

上
方
価
･fv
東
金
等

丘
韓
卑

倍
仕
櫨
簿
価

敢
花

こ
て
顛
権
仕
革
帯
候
と
可
牢
上
幸

一

石
庭

得

二
子
P
馨
夫
拝
出
席
苛
と
価
亨

て
寄

集
守

/,
百
姓
莞
窒
素
酸
価
佃
喜
僅
年
中
､十
へ
椅
jn
御
免

に
而
肇

り
市

中
撮
由

可
車
上
寺

l

遠

望

毒

せF,類

長
野
.
堰
悪

書

＼
蘭

島
重
任
嘗

拝
ハ

御

得

二
仕
確
嚢
外
琴
平
て
漏
除
教
徒
備
席
御
夜

二
仕
席
虐

布
川
曝
音
嵩
等

二
者

人
夫
茜
色
T(
帝
石
櫨

飾
貴
簡
戒
帰

港

二

望

甘
人

三
革
て
架
続

茜
色
缶
確
定
海
士
代
車

常

下
候
由
G7

申
上
音
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一

宏
甲

て
昏
長
々
ユ
拭
候
青
白
や

て
凍
寒

二
横
磯

腎
性
-h/
騎

〓

謡
毒

と
塑

尋
女
帝

1.妄

甲
知

行
百
石

承
伏
上
人
牽

ニ
＼厄
し
御
釜

喪
下
軸
書
白
骨

二

井
哀

石
曇

卜
t,TT
価
族
韓

切
米
Ih
/凌
着
凍
椿

賭
英
上

㌃
報

下候
二
相

首
撞
共
費
襲
簡
濠
候
由
可
車
上
事

〆

米
大
豆
垣

寓
面
罵
そ
常

水

苧

rt
冶
史

二
相

を

升

三
食

大
軍

軍
六
潅

真

二
舟

式
賓

三
舎

±

安
寧

l/l革

耳

二
村

壱
弁

重
合

t

轟

々
層
壷
教
学
夢

葱
を
何
軒
寛
看

､て
烏
と
勧

亨
三
周

産
マ
再

乍

て
俸

ハ
不
奉

斥
候

亀
井
艶
在
傾
封
患

何
軒

/
＼
と
可
申

上
章

一

満
車

J工
面
造
り
偉
備
面
責
+
]霜

寒

畳
封
仕
候
石
高
､て
′儀
御
重

候
老
売
喜

市
中
村
便
通
可
車

上
頂
薪

lEl]
･て
幸
衛
書
侯
書
直

手
中
礁
由
可
申

上
席
外
､て
蕃
英

二
御
尋

傭
壷

蔓
堅

二
両
義
軍
翼
偉
甘
ニ
+
章
毎
由
可
中
上
僚
封
中
冠
者
衛
軍
等
有

J
J喪

≡
頂
着

筒
困
末
節
奉

行

,工
海
産

相
畳

寮
土
豪

=
書
付
jj
,レ
可

車

上
事

l

在

L三
芸

八
草
作
卓
･(T
也
何
膚
士
鹿
仕

候
苛
と
御
苧

つ.｢
苛

苛

々
葛
対
束

山
東
永
山
と
事
前

山
車
毒
突
岩

泉
渡
海
,正
春
感
度
凄

≠
仕
嘩
段
可
中

上
毒

妄

空

電
何
方

の
山

々

〒
壱
そ
催
事
と
卸
尋
士
市

外
二

項

下
田
+U
々
圧
倒
壇
候
其
外
療

ケ
廟
虹
冥
海
馬

冒
慶
事
諾
否

ノ
演
歌
と
串

軒
所
々
御
笹
候
曲
可
中
上
専

⑪①

'
未
開
,/1
年
二
七
八
九

)
､
津
軽
虚
主

ハ
代
侶

用
の
時
J
領

内
縫
療

埋
盲
早
強

o
遁
晃
蝶

一
行
か
未

定
切
は
七
月
十
五
日
､

二
の
埼
･
古
山
古
乾
軒

が
随
行
L
iに
(
｢
弘
前
有
史

･
藩

故
葡

ノ年
妻
L
J
a

㊤

､
本
貞
淑

の
所
蔵
者

､
壱
森
市

野
本
荘
任

の
東
田
女
施
工
比
の
克

也

で
当
時

､
野
木
村

?

声
塵

(
⑲
参
照

)
o
ち
守
束
は
鼻
祖
亨

兵

仔
は
津
軽
家
創
葉

の
功
臣
と
伝
･T<
＼り
れ
ち

(
｢
凄
軽

t
強
史

｣

)

0

⑦
､

草
見
-

か

石
し
り

'
境

人

が
来

ろ
官7,
の
孝

で
､
五
賓

白
ま
で

の
荷

物
妄
エ
リ
け
ち
C
人

が
華

｡
な
く

て
王

寺

寓

日
ま

で
厚
軽

乾
と
蓋

っ
た

()
.t=1世
地

方
史
床
束

t<
打
｣

)
0

せ

､
趣

患
硬
は

轟

講
書
人

(
ヰ

三
石

)
-
叫
ロ
矢
部

ハ
lT
十
百

石

)
､
≡
恭

十
兵

征

〔
千

石

)
の
二
二
名

で
痘

行
は
そ
れ
ぞ
れ

'
臼

十
四
名

､
四
十
四
名

､

三
十
三
畠

で
,
粂
計

百
二
十

ノ
息

の
大

部
濠

で
南
ち
｡
野
討
論

三
廃
の
書
畠
匝
匿
よ
れ
は

､
三
番
十
兵

仕
の
雁

行
と
し
て
J
古

川
立
論
右
征
E
f
と
あ

る
埜

何
の
古
川

右
舷
軒

(
寮
)
の
事

で
あ

巧
,つ
Q
藤

沢
要
･<
の
私
行

･
刺
痛
手

取
藤

加
藤
畏

助
､
厘
義

を
盃
W
,は

｢
｣ハ
丁
数

仁
に
準

径
候
｣

と
､

マ
ー
ク
し
て
:.,
ち

(
覇
裾
野
封
賓
卦
J
C

G.,J.I:ノラ

⑤

､
定
形
様

｡

津
軽

八
代
の
葛

妄
信

絹
カ
ニ
と
.

ノ

確

五
位

て
土

佐
守

二

に
h

l
)
'
三
十

才
.Lt

⑥

t
ItX
は

.
酒
向

に
侍

す

否
安
男
意

で
方

ヲ
､つ
･'

次

C
頂

に
J

｢
御
宿
亭

主
､
子
廉

/
手
代
､一
陽
亭
主

､
臭
化

二
q
置

き
申
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圏
敷
/｢

儒
学
｣

と
あ
り
､
貫
南
部
領
の
場
合
モ
同
軒

で
あ

っ
た
.'b

こ
れ
L
'よ

っ
て
奉
れ
ば

,
蓮
見
硬

の
お
声
▲.4
3
か

円と
あ
れ
甘
､

京
価
亨

印

二

＼毛
を

警

)I召
す
ま
～
の
個
軽
で
商
品
竃
衛
国
立

三

Ln
整
E3壷

サ
ー
ヒ

r<
振
り
ち
肇
輝
し

て
い
存
や
わ
､
幸

｢
廿
L

r
違

憲

ノ竜
摺
り
､
蜜

と
し
て
申
す
ら
意
か

っ
信
孝
は
､
モ
し
巧

袈
軍
三

苧

｢
′
べ
き
rJJ
r
二
一
一
ヒ
風
乾
蔓
如
何

に
童
穂
し
た
卦
が

泰
Y.)九
て
い
る
C

(且

｢

仕
菅

｣

/

の
恵
痩
せ
∵
行
政
上
の
取
立
U
rd
姓
置

の
し
方

､

人
妻

青
ビ
壕

HI
の
概
念
委
△革
ん
で
い
ち
が
､
｢
当
所
価
任
置
｣

と
は
､
司
法
刑
罰
と
解

し
て
よ
い
こ

憩
う

T
L

幕
帝

の
公
儀
御
世

夢
と
出
穂
寸

言
､
一
薄

/W
り
の
仕
軍

で
育

三

.＼
､
｢
色
合
仕

軍

と
モ
言

っ
た

(
｢
弘
前
市
史

､藩

政
架

｣
二

津
定
額
で
庫
､

毎
朝
に
博
明
女
は
亮

く
､
壊
束

の
剖
ま

二

七
七
三
)
､
寛

政

葎

(
二
七
F･∵
七
)
､
立

代
律

二

八

一
C,
)
葦
と
の
悶
女
律
I

J

f,

薪
‥廿
､n
Jれ
否
｡

も
'
車
嘆
け
杏
寅

(
薪
寅
料

)
と
同
義

U
零

凄
十
大
等

二

大

一

二

/
帯

布

け

｢
人
は
轟

三
女
､
寓
は
不

k
J｣
と
泰

郎
盲

(
節

士
栗
帯
奥

､
大
塚

蜜
言
会

)
が
､
天
鞘
蕗
代
tJ
は
そ
の
月
俸

(

壬
乃
)
位

hJ
惇
ね
あ
が
C
年
季

に
怒
る

.Q

③

､
克
毒

-
は
LlJt｢)
C
,iL
白
の
慈
飴

の
意

C
こ
こ
で
は
偉
事
勅

を

毒

ホ
六
し
わ
小
石
宿

泊
卦

の
寓
か

@､
｢
知
名

=
差
合
候
名

｣

云
々
と
あ

膏

の
_iP
蛭
軽
便
と
同
名

の

巷
か､
布

っ
iiJ
tり
そ
の
名

を
慶
庵

ぜ
よ
､
と
の
恵

で
あ
石
｡
商
事

ヽ
＼

･領
の
場
合

で
も
､
藩

の
老
中

･
奥
涛
要
人
は
た
ま
u
_lま

J
藤

沢

＼
＼

専
人
と
同
名

で
あ

っ
iiJた
蛮

1
看

茸
首
か
リ
,豪
富
確
と
都
政
皐

威

さ
れ
席
｣
と
-
野
良
兜
町
野
村
豪
史
書

に
軍
竺

J
己
′つ
ハ"
上

は
空
襲

か
＼b

下は
十
(
･
寸

峯

に
讐
石
ま
で
J
二
や二
l::il倭

で
､
索

寓
は
親
か
､rJ
モ
-り

っ
rt.Lj名
前

モ
白
墨

L

L.

隼
TL亨

か
二

.誓

.

一:9
､

｢
本
陣
｣
巧

守
利
寿
1/W

二

三

三

･･二

㌦
t

/TL
捧

代

!i
鳴

き

二
に
諸
侯
の
序
頂
巧

め
筆
で
､
子
､(L〟
司
直
や
草
地
に
L
i

(′士

､

軍
事
障

､
伎
本
瞳

､
神
事
健
吉
と
竺
監
削
]/ftあ

(ru
J
へ二

一
の
女

で
Ti
'
本
唾
と
言
わ
す

､
頂
潜
と
呼
.'(.1こ

泉

石
か
､
何
敦

､
本

陣
と
苦

っ
て
い
け
吉

日
ml
Jか
,:.刀
絹
で
厚
貰
い
｡
あ

る
い
は
鵠
席

が
括
式
は
会

わ
を

Ir.
iに
折

か
､
弘
前
藩
主
ヒ
有
す

葛
憂
慮

か
､

は

二
N
リ
し
な

い
了

.:)す

九
に
L
f

て
､
杏
準

と
呼
ば
ず

J
｢

衝
宿
LIJ
と
と
乍
竺
L:1琉
甘
草
軽

二
間
缶
美
歪
で
あ

っ
た

O
(
｢

凍
土

男
辞
典

｣
上人
壕
史
書
会
)

⑭

､
｢
教
戒
｣
は
琴
米

(
埴
鮪
ヒ
頼
成

否
べ
き
未

の
音

)
と
宣

旨

日､
J
軍
章

票
讐

JJ
覇
否

二

束

に
,TT
し
て
為
残
以
外

の
肇

程
を

小
物
或
J

有
卦
勅
､
転
得

J
美
得
尊

と
亭

つ
｢.

津
軽
領

で
_
f
)

九
を
五
日
止
複
本
と
許
し
信二
ソ

山
/芋
米

､
畢
尊
米

､
責
蕃

/
Lj

米

､
連
出
罫
な
ど

(
｢
近
世
地
溝
史

布

罷
入
門

こ
苛
袈
蘇
竜
｣
､

｢
錠
前
市
史

､
藩
南
端

｣
)
a

@

､
高
歴
銀
と
は
嬢

温
湾

一
塵

で
､
亨
､
の
射
巧

守

苗

を
額
準

と
し

て
醸
,零
さ
れ

る
O
天
領

で
は
徹
伝
馬
鳥
人
喝
諌

･.
櫛
苗
木
入
相

金

､
大

尺
軽
米
が
卦
か
っ
七
㌔

こ
れ
空

荷
果
二
二
役
と
呼
人
を

(

｢
坪
巧
史
諦
覧

入
口
｣
)

｡

孝

養
領
で
博
吉

十
石
_N
対
し
上
匁

二

束
-
ユハ
○
麦

と
し
て
,
田

l言

女
｡
人
夫
頃
翁
は

l
日

一

- 39 --I



人
草
分

二

分
は
⊥二
メ
と
し
三
二
十
女

へ
｢
弘
前

市
史

･
養
直

積
｣

)

(
'

竺

篭
宇
佐
教
1

･
農
家
人

口
と
鍔
し
て
､
女

化
十

二
茸

二

八

二
五
)
の
南

ベ
ヒ
よ
れ
陳

-
約
十
五
万7.
一
十
人
､
こ
の
葺

の
凄

宰
領
閏
轟
人

口
匝
S
,
二
十
石

丁
†
人

(
｢
薪
牽
青
森
県
旦

･
中

苛
二

､
尾
崎
吾

fj
I印
書
)

｡

H(
娼
八
年

二

七

八
八

)
:,m
帝

の

モ
言
は
尊
皇
､h
′苧
JH
が
､
天
摘
草
耳

二

七
八
一
)
の
棄
人
二
｣

TH.司
二
十

EL
雪
と
ヰ
人
､
下
っ
て
＼
尊

束
十

二
室

二

八
(リ
つ

J.
仁
厚
薄
+

与
.U
甲
十
人
と
肇

二
十
年
画
は
;

連
け
五

万
三
4

人
へ
つ
た
J

二
の
喝
象
は
貢

甲
草
間

の
大
観
鐘

の
深
刻

言
左
物

語

雲
と
言
わ
れ
て
い
K≡

従

っ
て
J
天
項
八
′司
当
時
は
前

程
の
.

関
偉
.17
,b
類
推

し
て
/
請
人
.ij
は
､
設
＼り
/ヽ
十
七
､
1
､

万
鑑
暮

し

壷

て
よ

い
の
で
世
寅
吉
苦
い
か
V

U
す
わ
に

し
て
モ

ー
化
石

空
音
宅

倉
上
か
＼hり
乾
計
竃
瀬

の
冥

徐
は
､
繁
命
缶
と
毒

わ
ざ
石

蔓
等
巧
い
G

LT垂

奉
数
等
は
｢
弘
前
満
更

一
着

葦
素
｣
か
＼り
)

数
詞
を

-I

i:tj
永
九
年

(二

七
八

〇

)

苗
i諌

べ
で
は
八
〒
六

甲
｣土
丁
二
J
い
ち

(
車
乗
奮
森
原
理

)
か
ら
､
寅

環
を
少
虐

如

し
ヒエ
と

し
て
壬
､
豊
･り
く
ィハ
三
〇

･iI.t
で
士
,
_
あ

竃
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